
　※平成２２年度から平成３０年度は最終予算額、令和元年度は１１月補正（第３号）後現計の累計

○ 　また、養豚事業者の野生動物侵入防止柵設置支援に係る経費や平成３０年度決算剰余金

の積立てなどを予算化

○ 　このほか、オリンピック・パラリンピックに向けた都市ボランティア運営等に要する経

費に加え、公共施設の管理運営業務委託や道路・河川の県単独公共事業などについて債務

負担行為を設定

令和元年度１１月補正予算（第３号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、東日本大震災からの復旧・復興経費として、東日本大震災復興交付

金の第２５回申請に係る交付見込額の基金積立のほか、ほ場整備や漁港環境整備に要する

経費などを予算化

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成３０年度
11月現計予算額

 A

令和元年度予算額 対前年度比較
(B/A)×10010月現計予算額 今回補正額 補正後予算額 B

一 般 会 計 1,151,874 1,123,955 39,460 1,163,415 101.0

うち 震災対応分 309,516 269,988 29,960 299,948 96.9

特 別 会 計 448,323 433,620 433,620 96.7

うち 震災対応分 2,411 2,438 2,438 101.1

準公 営 企業 会計 15,843 4,047 0 4,047 25.5

うち 震災対応分 722 790 0 790 109.4

公 営 企 業 会 計 26,914 47,770 47,770 177.5

うち 震災対応分 87 391 391 450.7

計（総会計） 1,642,955 1,609,391 39,460 1,648,851 100.4

うち 震災対応分 312,736 273,607 29,960 303,567 97.1

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆２，７８８億円（総会計）

令和元年１１月
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